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佐渡市棚田水稲における先端的畦畔草刈機、水田除草ロボおよび
遠隔水管理技術による減農薬・無農薬一貫農業体系実証

＜実施体制＞
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構成員

株式会社NTTデータ経営研究所
農事組合法人丸山営農組合
農事組合法人かわも
新潟大学
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社
佐渡市
新潟県地域農政推進課
新潟県農村環境課
国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 農業機械研究部門
オギハラ工業株式会社

実証地 新潟県佐渡市

実証作物 水稲

実証テーマ スマート農業産地形成実証



＜実証面積：46.7ha＞ ＜実証品目：水稲＞

⚫ 佐渡市では朱鷺の放鳥とともに、農薬や化学肥料の使用を削減した米の栽培を推進。

⚫ 日本で初めて「世界農業遺産（GIAHS）」に認定（2011年）。

⚫ 減農薬、無化学肥料栽培の面積拡大を目指しているが、労力を要する棚田が多く、難しい状況。

佐渡市棚田水稲における先端的畦畔草刈機，水田除草ロボおよび遠隔水管理技術による
減農薬・無農薬一貫農業体系実証 丸山営農組合（新潟県佐渡市）

背景及び取組概要

導入技術
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ドローン空撮を活用した草刈作業マップ 自動給水、高度水管理

本事業では以下の実証を実施

• 【実証1】：スマート農業技術（草刈機・水田除草ロボ）による環境保全・省力化・軽労化・収量維持実証。

• 【実証2】：作業集約とシェアリング実証

（畦畔状況に応じた最適な草刈機の選択手法の確立、機器シェアリングの可能性検証等）。

• 【実証3】：棚田の高度水管理による効果実証（水管理自動化システム導入による多収化・省力化）

草刈機、水田除草・抑草ロボ



使用機器：ラジコン草刈機（アテックス：RJ703）
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⚫ 許容傾斜角度：前後25度 左右45度
⚫ 目安作業効率：11.4 a/時



使用機器：親子式草刈機（オギハラ工業：KHM400W）
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⚫ 許容傾斜角度：20度～60度*
⚫ 目安作業効率：4.9 a/時
（*50度～平坦地を 1m 以上確保）



使用機器：水田除草・抑草ロボ（農研機構農機研試作機、井関農機：アイガモロボ IGAM1）
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農研機構農機研試作機（水田除草） アイガモロボ IGAM1（水田抑草）



使用機器：自動給水装置（三田精機： 田門 MSAD-01）
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使用機器：遠隔見回り装置（NTTドコモビジネス：MIHARAS）
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MIHARASデータ集積装置

MIHARAS水田用センサー MIHARAS画面



（実証項目別成果①）実証１スマート農業技術による環境保全・省力化・収量維持の実現と人材育成実証
棚田への畦畔草刈機・水田除草ロボ導入による減農薬50%、80%、無農薬無化学肥料栽培実証

〇 ラジコン草刈機では慣行に対して43.5〜65.5%の作業時間削減が確認され、実証区全体
では51.9%の削減となり、50%削減の目標を達成（図1-1-1）。

〇 アイガモロボは座礁対応（※）が発生しなければ稼働時間は1.4時間/10aであり、慣行4.2
時間/10aに比べて67%の削減が見込まれる。 ※推奨する水深条件より浅い

〇水田除草ロボは35.2時間/10aを要した。無人運転が実現されると4.7時間/10aまで削減で
きる見込み。

実証結果

9図1-1-1．畦畔草刈りの作業時間と削減率
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（実証項目別成果①）実証１スマート農業技術による環境保全・省力化・収量維持の実現と人材育成実証
高付加価値化に伴う経済効果向上検証・スマート農機による環境保全型農業に取り組む人材育成と効果検証

課題と対応
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〇 高付加価値化

●販売企画：販路として、新たに直販（法人）を設定し、販売先、単価、数量を想定し企画。

●販売実施：法人から注文受付。 直販（オンライン）は今後検討。
●事業終了後の取り組みへのフィードバック。R６以降の継続的拡大を目指し、販売企画を検討

商品種別 販売先 単価 数量 備考

農薬50％減
化学肥料50％減
（認証米相当）

H食品
(おかゆ
の原料)

345円
/Kg(50％
up)

未 新製品
リリース済

無無栽培
(プレミアム米相当)

I社ほか ・460円/ｋｇ
(100％up)

30 
ｋｇ

注文予定

〇無無栽培米の潜在的

ニーズ把握。

〇ｽﾏｰﾄ技術＆無無栽培＆

人材育成による、棚田米

の新たな営農モデル構築。

〇 スマート農業に関する人材育成

１）人材育成の試行対象

・高校生（約40名）への実施（9月6日）、小中学生への試行（9月22，28日）
２）人材育成の試行内容
・スマート農業（事業紹介、親子式見学など）、農業政策（佐渡市など）

3）人材育成の効果測定・効果
・受講前後にワークシートを配布回収済（9月）
・スマート農業の認知度、就農意向等の変化等
・就農希望者増加：75％向上（4人⇒7人）目標を達成

○R4については、以下のとおり、目標達成。

●単価向上：50％減減：５０％UPの買取実現。（R４）

●数量増加：現状では限定的（全体の2.5％）（R4）

●単価：80％減減：100％UPの買取実現。（R４）

●数量増加効果：全数販売済（全数）（R4）

○R5については、現在、注文受付右表は現状）

実証結果



（実証項目別成果①）実証２作業集約とシェアリング実証
作業環境に応じた最適な草刈り作業計画

〇 空撮データを用いて，図2に示すような最適

作業マップを作成し，その後，実測，実作業，

及び作業者へのアンケート調査を行って，最

適計画の妥当性が検証できた．これによって，

シェアリングのための 「草刈作業支援システ

ム」を構築して目標を達成。

〇 急斜面での不慣れな大型機械の操作であ

るため，十分な事前講習が必要であることを

確認．

〇 ドローンによる空撮によって，畦畔の幅や法
面の面積，傾斜角度などをマップ化し，草刈機の
適正機種、作業時間、注意事項等を関連付けた
「草刈作業支援システム」を構築

（実証面積） 実証区：2.6ha

〇 空撮データだけでは，土中の石が発見

できず，検証中に草刈り機の滑落が発生し

た。農作業者からの上記のような事前情報

も考慮したシステムの構築を検討中。

図2-1-1．実証地内の最適作業マップ例
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実証結果

課題と対応



（実証項目別成果①）実証２作業集約とシェアリング実証
シェアリングによるビジネス化可能性検証・地域展開検証

〇 ラジコン草刈機で17.8ha、親子式草刈機で5.6haのシェアリング運用実績を得られ、実証予定の

4.1haを大きく上回る延べ面積23.4haで運用（図表2-2-1）。

〇 上記によリ集落間でのシェアリング運用に関する

ノウハウを蓄積することができた。

〇 草刈機利用者に対するアンケートにより、今後のシェアリングによる草刈機利用意向、利用料

金に関する支払意思額を把握することができた（図表2-2-4）。

〇 ラジコン草刈機と親子式草刈機のシェアリングを実施。

〇 シェアリング促進のため、草刈機体験会（図表2-2-3）、ご利用案内チラシ作成・配布を実施

（図表2-2-2）。

〇 利用者に対するアンケートを実施（図表2-2-4）。

図表2-2-1．草刈機シェアリング運用実績（延べ面積）
※畦畔実面積 2023年5月～9月1日

〇 草刈機利用に関するサポート人材の育成。

〇 草刈機故障時における対応方法の確立。
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草刈機 合計 丸山営農組合 法人かわも

ラジコン草刈機 17.8 ha 12.1 ha 5.7 ha

親子式草刈機 5.6 ha 3.0 ha 2.6 ha

合計 23.4 ha 15.1 ha 8.3 ha

実証結果

課題と対応



（実証項目別成果①）実証２作業集約とシェアリング実証
シェアリングによるビジネス化可能性検証・地域展開検証

実証結果（別紙）
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図表2-2-2．ご利用案内チラシ

図表2-2-3．草刈機体験会 図表2-2-4．利用者アンケート

機器貸出なら1万円/日
作業委託なら2万円/日
程度であれば利用したい

28.6
%

53.6
%

7.1%

7.1%
3.6%

1.利用したい
2.どちらかというと利用したい
3.どちらかというと利用したくない
4.利用したくない
無回答

n=28

＜ラジコン草刈機の利用意向＞ ＜親子式草刈機の利用意向＞

35.7%

21.4%
10.7%

10.7%

21.4%

1.利用したい

2.どちらかというと利用したい

3.どちらかというと利用したくない

n=28

〇 ラジコン草刈機、親子式草刈り機で、それぞれ回答者の82.1%、57.1%

が「利用したい」、「どちらかというと利用したい」と回答。

＜利用したいと思う価格：機器貸出＞

親子式草刈機ラジコン草刈機

〇 利用したいと思う価格帯は

1000～4000円/時間

39.3%

17.9%
10.7%

3.6%

0.0%

17.9%

10.7%

1. 1000円/時間 程度
2. 2000円/時間 程度
3. 3000円/時間 程度
4. 4000円/時間 程度
5. 5000円/時間 程度

6. わからない
無回答

n=28

28.6%

14.3%

0.0%0.0%0.0%

28.6%

28.6%

1. 1000円/時間 程度
2. 2000円/時間 程度
3. 3000円/時間 程度
4. 4000円/時間 程度
5. 5000円/時間 程度
6. わからない
無回答

n=28



（実証項目別成果①）実証３ 棚田の高度水管理による効果実証
自動給水栓による多収化実証・高度水管理による省力化実証

〇多収化：夜間でも自動で水管理が可能となる自動給水栓を利用し、圃場と用水の水温が近い

タイミングで入水を実施することで稲への負担を減らし、多収化を促進。

今年度は雨が極端に少量、かつ高温の影響があったため、多収化効果はみられなかった。
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〇省力化：自動給水装置とICTセンサーを導入し、圃場の水見回りの作業省力化を実現。

自動給水化を最大58.36%削減、水見回りを最大87.5%削減することができた。

実証区分
削減率（%）

5月

削減率（%）

6月

給水自動化 38.74 58.36

給水自動化（平均）平均削減率 29.85 24.64

水見回り 86.17 87.5

水見回り(平均) 平均削減率 43.87 52.16

図3-2．省力化測定結果

実証結果

図3-1．圃場と用水の水温変化



まとめ
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【実証1】スマート農業技術（草刈機・水田除草ロボ）による環境保全・省力化・軽労化・収量維持実証

⚫ ラジコン草刈機では慣行に対して51.9%の削減となり、50%削減の目標を達成した。

⚫ アイガモロボは座礁対応が発生しなければ、慣行比較して67%の削減が見込まれる。

【実証2】作業集約とシェアリング実証

（畦畔状況に応じた最適な草刈機の選択手法の確立、機器シェアリングの可能性検証等）。

⚫ ドローン空撮によりマップ化した草刈作業支援システム」を構築し、目標を達成。

⚫ ラジコン草刈機・親子式草刈機で、合計面積23.4haのシェアリング運用実績を得られた。

【実証3】棚田の高度水管理による効果実証（水管理自動化システム導入による多収化・省力化）

⚫ 多収化実証：雨が極端に少量、かつ高温の影響があったため、多収化効果はみられなかった。

⚫ 省力化：自動給水化で最大58.36%削減、水見回りで最大87.5%削減の省力化効果が得られた。
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